
1 子どもたちの
安心

子どもの知的好奇心を
高める学びの支援

・子どもの知的好奇心をくすぐる学びの機会、きっかけづくりを検討したい
・にこっとにて、現在提供しているプログラムは幼児期向けが多く、学齢期向けの充実を図りたい

※磐田市ひと・ほんの庭 にこっと…
人と本を介し、相談、子育て支援、市民交流、学びの支援などの機能提供を図る複合施設。

【現在の取組】
・こども向け講座、体験会の開催など

こども部
こども未来課
ひと・ほんの庭
にこっと

2

高齢者の生きがいづくり・
健康づくり

・改善可能性のあるフレイルの方の早期発見ができていない
・フレイルが改善され、自立に導くことができたとしても、その状態を自分で維持するための支援、仕組みが不十
分

※フレイル…
加齢とともに心身の活力が低下し、病気などの影響もあり、生活機能の障害・心身の脆弱性が現れた状態であるが、適切な介入・
支援により生活機能の維持向上が可能な状態像

【現在の取組】
・介護予防、日常生活自立支援事業
・いきいき百歳体操　など

健康福祉部
高齢者支援課

3

食生活の改善による
生活習慣病予防

・磐田市の健康課題として、糖尿病、肥満、高血圧を有する方が多いというデータがある
・「ベジ・ファースト」（標語：いただきます　お箸をもったら　野菜から）の取組の効果的な発信、PRが課題

【現在の取組】
・「ベジ・ファースト」「バランスのとれた食事の摂取」の推進　など

健康福祉部
健康増進課

4
学びを通じたまちの活性化

・全世代が「学びたいこと」を「学びたいとき」に「学びたい場所」で学ぶことができる機会の創出を推進したい
・学びを通じた人と人の交流を通じて、交流人口を増加を図りたい

【現在の取組】
・磐田ここからラボの推進
　（NPO・市民活動団体の学び支援、事業者の学び支援）
・各種講座、講演会の開催など

企画部
政策推進課

5
ゼロカーボンシティの実現

・日照時間が長い（全国第２位）、降雪が少ない、沿岸部と山間部を有している等の特徴に即した再生可能エネル
ギーの導入や効率的な活用を図りたい

※ゼロカーボンシティ…
脱炭素社会に向けて、2050年二酸化炭素実質排出量ゼロに取り組むことを表明した自治体

【現在の取組】
・計画の策定、推進
・住宅用太陽光発電システム導入支援　など

環境水道部
環境課

6
空き家の活用

・市が保有する空き家情報の有効的な活用を図りたい
・危険な空き家の発見が難しい

【現在の取組】
・空き家バンク
・中古建物リフォーム補助制度　など

建設部
建築住宅課

7
防災情報の迅速な伝達手段

・防災ラジオや登録制メール、LINEの手法以外で、防災情報を市民へ迅速に伝える手法を検討したい
・特に、要配慮者世帯の方が防災情報を的確に受け取る手法について検討したい

【現在の取組】
・同報無線、メール、LINE公式アカウントの活用　など

危機管理課

8

災害時の医療機関
との連携手法

・災害発生時、行政と医療機関の連携手法が電話等に限られており、円滑な連携がとれない懸念がある
・災害発生後、救護所（特定の指定避難所へ併設される救護拠点）に関わる人員や物資、情報の整理が必要（必要
な人に必要な物資や医療情報を届けたい）

【現在の取組】
・関係機関との連携体制構築　など

健康福祉部
健康増進課

9
市内経済の活性化

・市内における観光や買い物の個人消費が市外へ流出しているというデータがある（市内にお金が落ちていな
い）
・市内で個人消費が促進される取組を検討したい

【現在の取組】
・地域資源や観光資源を活用した観光案内、情報発信
・商業者支援　など

経済産業部
産業政策課

10

中心市街地の
にぎわい創出

・中心市街地（磐田駅北ジュビロードなど）に市内外から多くの人に足を運んでもらうためのイベントや企画を検
討したい
・既存イベントの効果的な発信、PR手法

【現在の取組】
・いわた駅前楽市（軽トラ市）の開催
・いわた夏祭りの開催　など

経済産業部
経済観光課

11

光のアートによる
まちの活性化

・例年１０月から２月まで磐田駅前にてイルミネーションを実施して、まちの賑わいづくりや交流人口増加を図っ
ている
・プロジェクションマッピング等を活用した試みについて検討したい

【現在の取組】
・磐田駅前イルミネーションの実施　など

経済産業部
経済観光課

12

森林資源の活用
・市内北部にある「獅子ヶ鼻トレッキングコース」の管理とＰＲ手法を検討したい
・放置森林・林道の活用手法を検討したい
・倒木・放置間伐材の処理・活用方法を検討したい

【現在の取組】
・未来の農林業連携懇話会による産官学連携の推進　など

経済産業部
農林水産課

13
消防団の加入促進

・頻発する自然災害に対し、消防団の重要性が増す一方で、少子高齢化や核家族化、生活スタイルの多様化等によ
り、新規入団員の確保が困難になっている
・既存の加入促進策に加え、新たな対応策を検討したい

【現在の取組】
・消防団協力事業所表示制度
・消防団活動に協力する事業所等に対する事業税の軽減措置　など

消防本部
警防課

14

市内事業者の課題解決と
新事業展開支援

・首都圏など市外企業の先進的取組みや新たな民間サービスの情報が不足している
・市内事業者の販路開拓や、域外企業との連携による新たな事業展開の支援を図る手法を検討したい

【現在の取組】
・首都圏コーディネーターの設置
・おせっかい事業（企業訪問）　など

経済産業部
産業政策課

15
持続可能な農業の推進

・化学肥料の使用量低減、有機栽培農業の推進など、環境に配慮した農業の推進を図りたい
・農業と異業種の連携による産業振興手法を検討したい（農工、農福、産官学など）
・農家の高齢化が進む中で、多様な担い手の確保策を検討したい
・物価高騰等のあおりを受ける農業者の所得向上策を検討したい

【現在の取組】
・特産品(海老芋)承継事業、農業経営者育成事業
・未来の農林業連携懇話会による産官学連携の推進　など

経済産業部
農林水産課

16

産業体験型
ツーリズムの推進

・市内には誇るべき産業（工場、農業、林業、漁業など）があるため、体験を通じた魅力の発信を図りたい

【現在の取組】
・市内の観光やレクリエーション施設のPR　など

経済産業部
経済観光課

17 安心できる
市役所づくり

体育施設（指定管理）
点検のＤＸ化

・指定管理者が実施する点検に加えて、年３回、職員が施設ごとにチェックシートを印刷、現地に出向き目視で点
検を実施し、その結果をデータへ打ち込む作業を行っており、業務の大きな負担となっている
・一元管理ができておらず、点検データや写真の年次比較ができていない

【現在の取組】
・計画的な改修、長寿命化の推進　など

自治市民部
スポーツのまち推進課

担当課

暮らしと
健康の安心

まちづくりと
防災への安心

未来と
仕事の安心
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No 総合計画における位置づけ テーマ 課題・困り事、目指す姿
希望実施時期・予算措置
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〇
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民間事業者からの提案を希望するテーマ一覧（令和５年６月現在）

希望実施時期

◎…すぐに実施
　　　したい
○…提案次第で
　　　実施を検討
△…情報収集を
　　　したい

予算措置

青…予算あり
黄…提案次第で
　　　予算化を検討
赤…予算化の予定
　　　はなし　（実証
　　　実験等を希
望）
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